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■撮影データ
デジタルカメラ
Canon EOS Kiss X4
露出補正：＋1.7
ホワイトバランス：オート
シャッター速度：自動
絞り値：f8
ISO：400
画像加工：明るさの微調整と
　　　　　彩度とコントラストを
　　　　　やや高く調整
撮影用照明：RIFA（リファー）-F
　　　　　　80×80cm
撮影時間：約５分

　平面的な衣類を、立体感を持たせて、かつ、商品もわかりやすく撮影するためには、光のあて

方を考えて、適度な陰影をつけることがポイントとなります。

　そこでここでは、被写体となるタンクトップと撮影用照明との位置関係を、わかりやすく解説

することを中心として進めていきます。光のあて方のコツさえわかって、商品の置き方に凝らな

ければ、意外と短時間で、標準以上と言える写真が撮影できてしまうことをぜひ知って下さい。

撮影のポイント

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション １ページ目
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使用した道具

　まずは、メインで使ったこの写真の撮影状況を説明します。

　背景は、撮影に使った部屋の壁をそのまま利用しています。もしも、壁紙と商品の

イメージが合わない場合は、白い紙や木目の壁紙など、商品のイメージを損なわない

背景を用意することが必要になります。

１．使用した道具

　撮影用照明は、撮影する商品と同じくらいの発光面積を持ったものが必要になりま
す。そこで、80×80cmの発光面積を持ったRIFA（リファー）-Fを使って撮影します。

１）撮影用照明

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ２ページ目

　レフ板もまた、相応の大きさがなくてはなりません。タンクトップのような、トッ

プスの撮影では、Ａ２サイズくらいの発泡スチロールのボードを用意しましょう。

２）レフ板

　できるだけ立体感を持たせたいことと、商品のイメージを損なわないことを考えて、

１００円ショップで、ちょっとオシャレで厚みのあるハンガーを探してきました。

３）ハンガー

撮影用照明 RIFA（リファー）-F80×80cm
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セッティング

　撮影用照明と商品、そしてレフ板の位置関係は次のような状態です。

　特別なことは何もなく、きわめてシンプルな状況と言えます。

　撮影用照明の位置は、商品の見え方を確認しながら決めましたが、結果的には、

　　・商品から少し離れた位置（約１.５ｍ）・商品のほぼ真横・やや斜め上から照らす
という状況になりました。

　商品のイメージから、あまり極端な陰影はつけたくなかったのですが、撮影用照明の光だけだと、照明の光に照らさ

れている反対側（商品の右側）がやや暗くなり過ぎたので、天井の照明を点灯して、全体の明るさのバランスを取って

います。

　そうしてもなお、商品の右側にできる影が、ちょっと強いと感じたので、レフ板を使って影を弱めています。どんな

商品を撮影する場合でも、レフ板はとても重要な役割を持っているのです。

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ３ページ目

約 1.5m

レフ板

カメラ側（正面）から見た状態

商品

レフ板

真上から見た状態
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レフ板の効果

　レフ板の効果を確認するために、レフ板を使った写真と、使わなかった写真とを比べてみましょう。

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ４ページ目

レフ板使用 レフ板未使用

　それぞれの写真の右側を比較してみて下さい。

　特に、タンクトップの右側の背景にできる影が、レフ板を使った写真に比べて、使わなかった写真の方が濃くできて

います。タンクトップ全体の印象も、コントラストが強くなり、商品が持っているやわらかなイメージを感じづらくなっ

ていることがわかります。

　カッコ良くメリハリのある写真にしたい場合など、陰影やコントラストを、あえて強めた方が良い商品もありますが、

このタンクトップの場合は、あまり強い陰影を作らず、全体的に明るくやわらかい印象の写真にした方が合っていそう

です。

　ところで、1人で撮影を行わなければならない場合、レフ板はどうやってセッティングしたらいいと思いますか？

　答えは簡単です。デジカメのセルフタイマーを使ったらいいのです。

　まず、商品と撮影用照明のセッティングを済ませます。次に、商品のところに行き、レフ板を手で持った状態で動か

してみて、影のでき方などを目で見て確認しつつ、ベターな位置や角度などを決めます。

　そして、カメラのところに戻り、セルフタイマーをセットしてシャッターを押します。撮影されるまでに、10秒程度

の余裕があるので、その間に商品のところに行って、先ほど確認した位置に、レフ板を手で差し出せばOKです。

　商品と撮影用照明のセッティング、露出補正などカメラの設定、そしてレフ板の位置決め、と、これくらいしか行わ

ないわけですから、想像以上に素早く完了となるのです。
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商品に適度なウェーブを持たせたセッティング

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ５ページ目

　ハンガーに掛けた写真ですが、ちょっと違うパターンです。

　素材の柔らかさを表現するために、斜め方向に自然なウェ
ーブをつけた状態を作ってみました。
　タンクトップに限らず、衣類をハンガーに掛けて吊り下げ

ると斜めのウェーブを作ることは特別な細工をしない限り不

可能です。だって、重力があるから（笑

 でも左の写真では、斜めに自然なウェーブができています。

　タンクトップやＴシャツのように、立体裁断されていない

衣類の場合、ハンガーに掛けて撮ると、実物のイメージに近

く、なおかつ自然な印象で撮影できる商品が多いです。

　しかしそうすると、素材の柔らかさを伝えられるウェーブ

をつけて撮ることは難しいです。

　そこで、ハンガーに掛けた状態でも、自然な斜めのウェー

ブを作る、ちょっとした工夫を紹介します。

　ともかくは、撮影状況を見てみましょう。

レフ板

商品

箱

　撮影用照明の位置は、商品から１ｍくらいの距離で、商品

に対して斜め45度くらいから照らしています。左の写真には

写っていませんが、右側にレフ板があります。

　ライティングの状況としては、特別なことはありません。

　ポイントは商品のセッティングです。

　左のイラストは、商品のセッティング状況を真横か

ら見たイメージです。

　背景となる白い発泡スチロールの板を、後ろに支え

を置いて、少し斜めになるように立てかけています。

　発泡スチロールの上端に、ハンガーを引っかけて商

品をセットすると、垂直な壁に吊るした時と違い、斜

めのウェーブをつけることが可能になるのです。

　また、床がフローリングだったため、光をあまり反

射せず、商品の下側がやや暗くなったので、床にレフ

板を置いて下側も明るくなるように調整しています。



撮影実習－商品別撮影実践Ｄ 教室

商品撮影　Web　セミナー自分で撮りたいネットショップオーナーのための
http://photo-zemi..jp

トルソーに着せた場合

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ６ページ目

　タンクトップの撮影、最後はトルソーに着せた場

合です。モデルを使った場合も同じと考えて下さい。

　全身に近い撮影ですが、撮影用照明はこれまでと

同様に、RIFA（リファー）-F80×80cmを１台だけ。

（天井の蛍光灯照明は点灯しています。）

　まず撮影用照明とトルソーとの位置関係から。

　写真ではわかりづらいですが、トルソーと撮影用
照明との距離は、２ｍくらい離れています。
　トルソーに対して斜め30度くらいの位置、高さは
照明の上側が天井に届きそうなところから、発光面
を主役のタンクトップに向けて照らしています。

　撮影するときには、カメラのセルフタイマーを使

う方法で、レフ板をトルソーの右側に差し出してい

ます。

　トルソーやモデルを使う場合、当然ながら撮影範囲が広くなります。そのため、大きな撮影用照明でも、複数使うの

がベストですが、１台しかない場合は、天井の蛍光灯照明と併用することで、上記程度のレベルの写真であれば撮影可

能なのです。セッティングも、大したことはやっていないので、短時間で撮影できてしまうことを想像してもらえると

思います。

　また、もしも、小さな撮影用照明しか持っていない場合は、天井の蛍光灯照明だけで撮影した方がベターな結果が得

られます。

　明るさとは全く関係なく、小さな照明で大きな商品を照らすと、とても狭い範囲（照明の大きさと同程度の範囲）だ

けが不自然に明るくなってしまうので、衣類のように大きな商品を撮影する場合は、小さな照明ならそれを使わず、天
井の蛍光灯照明だけで撮影した方が良いと覚えておいて下さい。
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おまけ……スカートの裾を広げて撮る

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ７ページ目

　タンクトップの撮影とは関係がありませんが、トルソーに着せた写真を見て、ちょっと気になったかもしれないので、

スカートの裾をどうやって広げたのかタネ明かしをします。

用意するのは、白い糸、または、テグス（透明な釣り糸）と、クリップです。

　まず、糸をクリップに結び付けます。糸を結び付けたクリップを、スカートの内側の、ウエスト部分の素材を挟んで

留めます。（外側だと見えてしまうので、内側で留めます。）

　このとき、スカートの裾に近いところにクリップを留めると、クリップの位置より下だけが広がる状態となります。

好みによるところでもありますが、裾の広がりをどう見せたいのかを考えてクリップの位置を決めて下さい。

　クリップの位置を決めて留めたら、糸を引っ張って裾の広がり具合を確かめつつ、糸巻きの上に、水を入れたペッ

トボトルなど、重たいものを乗せて固定したら完了です。

糸を引っ張って、裾の広がり具合を決
めます。

イメージ通りに裾を広げたところで、
糸巻きの上に重りを置いて固定します。

　ちょっと面倒かもしれませんが、商品に動きをつけることで、商品に対するイメージを膨らませてもらうこともでき

るので、ぜひ試してみて下さい。

スカートの裾近くにクリップを留めて
裾を広げた場合

スカートのウエスト付近にクリップを
留めて裾を広げた場合
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まとめ

「タンクトップ」の撮影■撮影商品ジャンル
ファッション ８ページ目

　衣類を撮影する場合、まず確認することは、「立体裁断」であるかどうかだと思います。これによって、基本とする

見せ方が違ってきます。

　ここで解説してきたタンクトップの場合は、「平置き」と言って下に置いたり、ハンガーに掛けて撮影することで、

実物に近いイメージで商品写真を見てもらうことができると考えます。（キービジュアルでは、モデルなどを使った印

象度優先の商品写真の方が効果的かもしれませんが。）

　一方、立体裁断されている衣類の場合は、トルソーやモデルに着用させた状態の方が、実物のイメージに近くなるで

しょう。

　そして、撮影段階で重要になるのが、照明、つまり光の使い方です。

　何年か前なら、天井の蛍光灯照明だけで撮影した商品写真でも、相応に通用していたと言えます。しかし、今はどう

でしょう？

　特にファッション関連のネットショップは、その数も、商品写真の品質も、数年前とは比べ物にならないくらいに、

増え、そして商品写真の品質が向上しています。

　その競争の中で生き残り、あるいは、勝ち上がっていくためには、撮影用照明を使った商品写真で、商品をより良く

アピールすることが必要になっていると考えます。

　もちろん、「外部委託」という選択肢も、費用対効果や、タイムリーに対応できるかを考えて、しっかりと検討すべ

きですが、もしも、自社内で撮影するのであれば、ファッション関連商品の商品写真撮影には、もはや撮影用照明は必

須であると判断し、それを使うという前提での解説とさせていただきました。

　ファッション関連商品の撮影については、できるだけ商品を絞り込んで、より具体的で実践的な情報として提供でき

るよう、これからも、随時追加していきますので、どうぞ参考にしてみて下さい。


